
次期輸送機（Ｃ－２（仮称））の概要

○ 航空自衛隊が保有する現有輸送機（Ｃ－１）については、運用開始から約４０年以上経過して

おり、平成２０年代半ばから、耐用命数到達により、減勢する見込みである。

○ 島嶼部における各種事態への対応等への対処能力を確保し、国際平和協力活動等における

空輸任務の向上を図るため、Ｃ－１の後継として、次期輸送機（Ｃ－２（仮称））を整備する。
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柔軟な戦術飛行計画の立案、
変更及び実行
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Ｃ－２（仮称）の導入による効果①

－ 航続距離について、Ｃ－１が約１，７００ｋｍ（２．６トン搭載

時）、 Ｃ－１３０Ｈが約４，０００ｋｍ （５．０トン搭載時）に対し、

Ｃ－２（仮称）は約６，５００ｋｍ（１２．０トン搭載時）となり、これ

まで以上に、国際平和協力活動等の国外派遣に迅速に対応

可能となる。

航続距離の向上航続距離の向上

－ 搭載貨物量においては、Ｃ－１が約８トン、Ｃ－１３０Ｈが約

２０トンに対し、Ｃ－２（仮称）においては約３０トンとなることか

ら、国外派遣等における輸送可能な装備品が拡大される。

貨物搭載能力の向上貨物搭載能力の向上 最大貨物搭載量比較最大貨物搭載量比較

Ｃ－１ Ｃ－１３０Ｈ Ｃ－２（仮称） ＫＣ－７６７

約８トン

約２０トン

約３０トン 約３０トン

空自輸送機の行動可能距離空自輸送機の行動可能距離
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Ｃ－２（仮称）の導入による効果②

○ 国際平和協力活動の本来任務化に伴い、自衛隊が国際平和協力等に主体的・積極的に取組

むための体制整備を実施してきているところ。

○ Ｃ－２（仮称）の導入により、人員や物資を迅速に展開させることが可能となり、航空輸送能力

の更なる向上が期待される。

ＵＨ－６０ 野外手術システム 油圧ショベル

機械工作車 冷凍冷蔵庫 重レッカ

牽引車 大・中型ｾﾐﾄﾚｰﾗ 中型ドーザ

燃料タンク車

道路マット敷設装置

浄水セット

軽レッカ

浄水車

資材運搬車

射撃管制装置

電源車

生物剤偵察車

化学防護車

ＵＨ-１ 大型トラック

野外入浴セット 小型ドーザ

機動衛生ユニット 指揮通信車

野外洗濯セット 中型トラック

軽装甲機動車 小型トラック

高機動車 航空電源車

航空機牽引車 フォークリフト

迫撃砲牽引車 航法援助装置

対空ﾚｰﾀﾞ装置 120mm迫撃砲

Ｃ-２（仮称）

Ｃ-１３０

Ｃ-１

国外運航の例（ハイチ）国外運航の例（ハイチ） 主な搭載可能装備品主な搭載可能装備品

1,350NM
5+40

2,150NM
8+00

2,350NM
7+50

670NM
2+303,500NM

8+30 2,150NM
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ホノルル
グアム

バックホルツ

ホームステッド

トラビス
小牧

ポルトー
プランス2,150NM

5+30

Ｃ－１３０Ｈで３泊４日かかるところを、Ｃ－２（仮称）では１泊２日で可能

マッコード

C-2(仮称)
C-130

国外任務への対応能力の向上国外任務への対応能力の向上


